
入学式を挙行
（１） 　　　第５９７号日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）５月３０日

本学のシンボルマーク

23年度

生
命
歯
学
部

　

生
命
歯
学
部
の
部
は
、
四

月
八
日
に
生
命
歯
学
部
富
士

見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。

　

定
刻
午
後
一
時
、
鈴
木
洋

晴
れ
の
新
入
生
た
ち

平
成
二
十
三
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
の
入
学
式
は
四
月
初

旬
、
生
命
歯
学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
で
挙
行
さ
れ
た
。
あ

わ
せ
て
大
学
院
の
両
研
究
科
、
東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入

学
式
も
行
わ
れ
た
。
入
学
式
で
は
開
式
に
先
立
ち
、
東
日
本

大
震
災
の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

一
庶
務
部
長
よ
り
開
式
が
宣

せ
ら
れ
、
生
命
歯
学
部
入
学

生
、
編
入
学
生
、
な
ら
び
に

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科
入

学
生
の
点
呼
が
行
わ
れ
た
。

　

中
原
泉
学
長
と
佐
藤
田
鶴

子
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

長
が
訓
辞
を
述
べ
（
要
旨
二

面
）、
生
命
歯
学
部
入
学
生

を
代
表
し
て
藤
川
有
沙
さ

ん
、
大
学
院
入
学
生
を
代

表
し
て
栃
木
啓
佑
君
が
宣
誓

し
、
午
後
一
時
四
十
分
に
閉

式
し
た
。

新
潟
生
命
歯
学
部

　

新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

は
、
四
月
六
日
に
新
潟
生
命

歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　

定
刻
午
後
一
時
、
大
場
憲

栄
事
務
部
長
よ
り
開
式
が
宣

せ
ら
れ
、
新
潟
生
命
歯
学
部

入
学
生
、
編
入
学
生
、
な
ら

び
に
大
学
院
入
学
生
の
点
呼

が
行
わ
れ
た
。

　

中
原
学
長
、
小
倉
英
夫
新

潟
生
命
歯
学
部
長
、
宮
川
行

男
大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研

究
科
長
が
訓
辞
を
述
べ
（
要

旨
二
面
）、
新
潟
生
命
歯
学

部
入
学
生
を
代
表
し
て
高
島

慶
博
君
、
大
学
院
入
学
生
を

代
表
し
て
村
山
和
義
君
が
宣

誓
し
、
午
後
一
時
四
十
分
に

閉
式
し
た
。

東
京
短
期
大
学

　

東
京
短
期
大
学
の
入
学
式

は
、
四
月
八
日
に
生
命
歯

学
部
富
士
見
ホ
ー
ル
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
た
。
定
刻
午

前
十
一
時
、
印
出
光
宏
短

大
事
務
長
の
司
会
に
よ
り
開

式
が
宣
せ
ら
れ
、
歯
科
衛
生

学
科
と
歯
科
技
工
学
科
の
入

学
生
、
専
攻
科
入
学
生
（
歯

科
技
工
学
専
攻
・
歯
科
衛
生

学
専
攻
）
の
点
呼
が
行
わ
れ

た
。

　

小
口
春
久
学
長
が
訓
辞
を

述
べ
（
要
旨
三
面
）、
つ
い

で
、
来
賓
祝
辞
で
住
友
雅
人

生
命
歯
学
部
長
は
「
日
本
歯

科
大
学
は
東
京
の
中
心
・
千

代
田
区
に
位
置
し
て
い
る
。

そ
れ
を
十
分
に
活
用
し
、
歯

科
の
勉
強
以
外
に
も
何
か
自

分
に
身
に
つ
け
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

広
が
っ
て
い
く
」
と
今
後
の

勉
学
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
羽
村
章
附
属
病

院
長
は
「
今
年
は
忘
れ
ら
れ

な
い
年
に
な
っ
た
。
病
院
か

ら
も
現
地
に
何
人
か
の
歯
科

医
師
を
派
遣
し
て
い
る
。
歯

科
の
立
場
で
、
ま
ず
何
を
や

る
べ
き
か
を
今
一
度
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

世
の
中
に
必
要
な
職
業
、
必

要
な
人
材
で
あ
る
と
自
覚
し

て
勉
学
に
励
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

お
わ
り
に
新
入
生
を
代

表
し
て
歯
科
技
工
学
科
の
木

村
理
佐
子
さ
ん
が
宣
誓
し
、

　

新
潟
生
命
歯
学
部
歯
科
保

存
学
第
二
講
座
の
加
藤
喜
郎

教
授
の
最
終
記
念
講
義
が
、

四
月
二
十
二
日
午
後
六
時
よ

り
ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
演
題
は
「
接
着

性
レ
ジ
ン
の
生

体
適
合
性
と
石

灰
化
促
進
機
能

を
有
す
る
レ
ジ

ン
直
接
歯
髄
覆

罩
剤
の
開
発
」

で
、
教
職
員
、

学
生
、
大
学
院

生
が
多
数
聴
講

し
た
。

　

加

藤

教

授

は
、
昭

和

四
十
一
年
本
学
卒
業
（
第

五
十
五
回
卒
）、
四
十
五
年
大

学
院
歯
学
研
究
科
修
了
後
、

歯
科
保
存
学
講
座
助
手
、
講

師
を
経
て
、
同
四
十
八
年
新

潟
歯
学
部
付
、
五
十
二
年
か

ら
は
歯
科
保
存
学
第
二
講
座

（
保
存
修
復
学
）
教
授
と
し

て
、
三
十
四
年
間
に
わ
た
り

同
講
座
を
主
宰
し
た
。

　

ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞

　

本
学
は
、
平
成
二
十
二
年

度
ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
を

両
学
部
の
三
氏
に
授
与
し
た
。

　

ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
選
考

委
員
会
は
、
平
成
二
十
二
年
度

の
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」

調
査
票
の
集
計
結
果
に
基
づ

い
て
、
両
学
部
よ
り
学
生
評
価

の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
上
位
各

三
名
を
選
考
し
た
。

�

（
受
賞
者
は
別
掲
）

加
藤
喜
郎
教
授
（
新
潟

保
存

）
最
終
記
念
講
義

十
一
時
四
十
分
に
閉
式
し
た
。

新
潟
短
期
大
学

　

新
潟
短
期
大
学
の
入
学
式

は
、
四
月
六
日
午
前
十
一
時

か
ら
新
潟
生
命
歯
学
部
講
堂

で
挙
行
さ
れ
た
。
須
貝
将
紀

短
大
事
務
部
長
が
開
式
を
宣

し
、
歯
科
衛
生
学
科
入
学
生

と
専
攻
科
生
の
点
呼
が
行
わ

れ
た
。

　

柴
崎
浩
一
学
長
が
訓
辞
を

述
べ
（
要
旨
三
面
）、
小
倉

英
夫
新
潟
生
命
歯
学
部
長
が

「
現
在
の
日
本
は
国
難
と
も

い
え
る
時
期
に
あ
る
。
新
し

く
修
め
る
学
問
と
両
立
さ

せ
、
自
分
の
心
を
強
く
し
て

困
難
を
克
服
し
て
ほ
し
い
。

地
域
社
会
さ
ら
に
は
、
人
間

社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
祝

辞
を
述
べ
た
。

　

お
わ
り
に
新
入
生
を
代
表

し
て
中
野
愛
海
さ
ん
が
宣
誓

し
、
午
前
十
一
時
四
十
分
に

閉
式
し
た
。

中
医
協
（
専
門

委
員

）
に
佐
藤
田
鶴
子
教
授

新入生に訓辞を述べる中原学長（４月６日・新潟）

点呼に応えて起立する新入生たち（４月８日・東京）

日本歯科大学オープンキャンパス

【生命歯学部（東京)】

７/９㈯，８/18㈭，８/27㈯，10/８㈯
11/３㈭，11/４㈮　[富士見祭開催日]

【新潟生命歯学部】

７/23㈯，８/27㈯，９/18㈰

平
成
22
年
度

ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞

〈
生
命
歯
学
部
〉

一
位
＝
画
像
診
断
の
基
礎
と

　

応
用
・
三
年
後
期

　

岩
田　

洋�

（
口
腔
外
科
講
師
）

二
位
＝
歯
科
理
工
学
・
六
年

　

後
期

　

宮
坂　

平�

（
歯
科
理
工
学
教
授
）

三
位
＝
医
療
管
理
学
・
一
年

　

前
期

　

小
林
隆
太
郎�

（
口
腔
外
科
教
授
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

一
位
＝
発
生
学
・
二
年
前
期

　

影
山
幾
男�

（
解
剖
学
Ⅰ
教
授
）

二
位
＝
組
織
学
・
二
年
前
期

　

横
須
賀

宏
之
（
解
剖
学
Ⅱ
講
師
）

三
位
＝
ヒ
ト
の
一
生
・
一
年

　

後
期

　

関
本
恒
夫
（
小
児
歯
科
教
授
）

　

生
命
歯
学
部
口
腔
外
科
学

講
座
の
佐
藤
田
鶴
子
教
授

が
、
三
月
一
日
付
で
、
厚
生

労
働
省
の
中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会
（
中
医
協
）
の
専

門
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
住

友
雅
人
委
員
（
生
命
歯
学
部

長
）
の
任
期
満
了
に
伴
う
交

代
で
、
本
学
か
ら
連
続
の
就

任
と
な
る
。

　

ま
た
、
四
月
二
十
日
開
催

さ
れ
た
中
医
協
総
会
で
は
、

診
療
側
の
歯
科
代
表
委
員

に
、
日
本
歯
科
医
師
会
常
務

理
事
の
堀
憲
郎
先
生
（
新
潟

県
長
岡
市
・
六
十
八
回
卒
）

が
就
任
し
た
。

　

生
命
歯
学
部
歯
科
保
存
学

講
座
の
勝
海
一
郎
教
授
が
、

四
月
一
日
よ
り
特
定
非
営
利

法
人
日
本
歯
科
保
存
学
会

理
事
長
に
就
任
し
た
。
同
学

勝
海
教
授
、
歯
科
保
存
学
会
理
事
長

会
は
日
本
歯
科
医
学
会
の

分
科
会
の
中
で
も
、
会
員
数

四
千
名
を
超
え
る
有
数
の
学

会
で
、
春
季
と
秋
季
の
年
二

回
、
学
術
大
会
を
開
催
す
る
。

Odontology 

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化

　

歯
学
会
機
関
誌『Odontology

』

は
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
も

閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

会
員
制
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
イ

ト
で
、
本
学
歯
学
会
の
会
員

は
、
登
録
す
れ
ば
フ
ル
テ
キ

ス
ト
を
無
料
で
閲
覧
で
き
る
。

　

登
録
手
続
き
等
の
詳
細

は
本
年
五
月
発
行
『
日
本

歯
科
大
学
校
友
会
・
歯
学

会
会
報
』
三
十
六
巻
四
号
・

六
十
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）５月３０日 （２）第５９７号

中
原
泉
学
長 

訓
辞
（
要
旨
）

　

先
月
末
に
新
入
生
諸
君
と

入
れ
代
わ
り
に
本
学
を
卒
業

し
た
先
輩
諸
君
は
、
日
本
歯

科
大
学
第
一
〇
〇
回
卒
業
生

に
あ
た
る
。
本
学
は
卒
業
以

来
通
し
番
号
で
卒
業
回
数
を

数
え
て
い
る
の
で
、
諸
君
は
六

年
の
ち
に
は
第
一
〇
六
回
卒

業
生
と
し
て
卒
業
し
て
い
く
。

　

入
学
式
で
卒
業
の
話
を
す

る
の
は
早
す
ぎ
る
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
六
年
後
の

卒
業
の
時
点
に
お
け
る
諸
君

の
到
達
目
標
を
明
示
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
諸
君
は
六

年
の
教
育
課
程
を
修
了
し
て

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
歯

学
）
の
学
位
を
取
得
す
る
。

こ
れ
は
歯
科
医
師
国
家
試
験

を
受
験
す
る
資
格
を
有
す
る

と
い
う
立
場
だ
。
卒
業
の
月

に
国
家
試
験
を
受
験
し
て
合

格
し
、
歯
科
医
師
の
資
格
を

取
得
す
る
。
そ
こ
で
初
め
て

病
院
や
診
療
所
に
勤
め
患
者

さ
ん
の
診
療
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

本
学
を
卒
業
す
る
こ
と
は

諸
君
に
と
っ
て
は
一
つ
の
プ

中原学長「人生に省エネは通用しない。努力せず
に得られるほど歯科医師への道はたやくない」

ロ
セ
ス
で
、
目
指
す
到
達
目

標
は
歯
科
医
師
の
ラ
イ
セ
ン

ス
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。
国

家
試
験
は
個
人
の
資
格
で
受

験
す
る
試
験
で
あ
り
、
歯
学

部
に
入
学
し
た
か
ら
、
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗
っ
た
よ
う

に
、
歯
科
医
師
の
ラ
イ
セ
ン

ス
に
た
ど
り
着
く
と
思
う
の

は
大
間
違
い
だ
。
ラ
イ
セ
ン

ス
取
得
は
こ
れ
か
ら
の
諸
君

の
努
力
次
第
で
あ
る
。
努
力

し
な
い
で
得
ら
れ
る
ほ
ど
、

歯
科
医
師
へ
の
道
は
た
や
す

く
は
な
い
。

　

人
生
楽
し
て
幸
せ
に
な

れ
れ
ば
、
そ
れ
は
天
国
で
あ

る
。
こ
の
世
は
決
し
て
ユ
ー
ト

ピ
ア
で
は
な
い
。
生
ま
れ
お
ち

た
瞬
間
か
ら
努
力
す
る
、
そ

れ
が
生
き
物
で
あ
る
我
々
に

課
せ
ら
れ
た
宿
命
で
あ
る
。

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
で
知
ら
れ

る
水
木
し
げ
る
は
、「
普
通
の

人
は
怠
け
者
だ
、
水
木
さ
ん

は
怠
け
者
の
ふ
り
を
し
て
人

一
倍
働
い
て
い
る
。
人
は
水
木

さ
ん
に
騙
さ
れ
て
、
働
か
な

く
て
も
い
け
る
と
思
っ
て
い

る
」
と
言
っ
て
テ
レ
ビ
で
楽
し

そ
う
に
笑
っ
て
い
た
。
戦
争
で

片
腕
を
な
く
し
た
水
木
し
げ

る
は
、
人
が
遊
ん
で
い
る
間
、

寝
て
い
る
間
に
働
い
た
。
人

と
同
じ
に
起
き
、
寝
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。

　

わ
が
国
で
は
近
年
大
学
生

の
学
力
が
低
下
し
て
い
る
と

言
わ
れ
、
文
部
科
学
省
の
提

唱
し
た
ゆ
と
り
教
育
の
結
果

が
大
変
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
と
り
世
代
の
若
者
の
特
色

と
し
て
一
般
的
に
は
、
①
大

切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
、
②

人
と
競
争
し
な
い
、
③
決
し

て
無
理
を
し
な
い
、
④
適
当

な
と
こ
ろ
で
満
足
す
る
、
⑤

今
が
よ
け
れ
ば
よ
い
、
⑥
自

分
だ
け
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
、
⑦
人
間
関
係
が
下
手
、

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
若
者
た
ち
で
日
本
は

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

新
入
生
諸
君
に
繰
り
返
す

が
、
若
い
世
代
は
楽
を
し
た

い
か
ら
、
将
来
何
と
か
な
る

だ
ろ
う
と
甘
く
み
る
。
そ
し

て
今
や
る
べ
き
こ
と
を
怠

る
。
実
際
に
は
、
何
と
か
な

ら
な
い
の
が
世
の
中
な
の

だ
。
で
き
る
だ
け
楽
を
し
汗

を
か
か
な
い
で
世
の
中
を
わ

た
ろ
う
と
、
自
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
節
約
す
る
の
は
誤
り

で
、
人
生
に
省
エ
ネ
は
通
用

し
な
い
。

　

国
家
試
験
を
受
験
す
る
の

は
あ
く
ま
で
諸
君
自
身
だ
か

ら
、
合
格
す
る
か
否
か
は
諸

君
の
自
己
責
任
に
な
る
。
私

の
話
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け

取
る
か
は
新
入
生
諸
君
の
判

断
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
諸

君
の
自
己
責
任
で
あ
る
こ
と

を
念
を
押
し
て
、
学
長
訓
辞

と
す
る
。�

（
４
月
６
・
８
日
）

新
潟
生
命
歯
学
部

　

小
倉
英
夫
歯
学
部
長 

訓
辞

　

現
在
の
日
本
は
、
未
曾
有

の
大
災
害
を
被
っ
て
国
難
と

も
い
え
る
状
態
だ
と
い
え

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
、

自
分
の
心
を
強
く
も
ち
、
困

難
に
立
ち
向
か
っ
て
克
服
を

し
て
ほ
し
い
。

　

日
本
歯
科
大
学
の
建
学
の

精
神
は
自
主
独
立
、
こ
れ
も

強
い
心
で
な
く
て
は
達
成
で

き
な
い
。
医
療
人
は
ま
ず
自

分
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
身

に
つ
け
、
自
分
か
ら
求
め
て

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
入
学
し
た
以
上
は
こ
の

建
学
の
精
神
、
自
主
独
立
を

実
践
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に

よ
っ
て
自
分
を
強
く
し
、
さ

ら
に
飛
躍
を
遂
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

い
よ
い
よ
、
こ
れ
か
ら
大

学
生
活
が
始
ま
る
。
大
学
の

教
育
は
、
今
ま
で
勉
強
し
て

き
た
こ
と
と
方
法
論
や
内
容

的
な
も
の
が
違
う
。
本
学
は

医
療
系
、
そ
れ
も
生
命
歯
学

部
な
の
で
、
生
命
歯
学
の
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
る
、
も

ち
ろ
ん
小
中
高
で
勉
強
し
て

き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
学

習
す
る
こ
と
の
礎
と
な
る
。

　

ま
た
大
学
の
教
育
は
、
単

に
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ

と
だ
け
を
教
え
る
わ
け
で
は

な
い
。
大
学
で
は
、
新
し
い

知
識
を
得
る
た
め
の
研
究
を

し
て
い
る
。
歯
科
医
学
は
日

進
月
歩
で
進
ん
で
お
り
、
日

本
歯
科
大
学
で
は
、
昨
年
の

末
に
歯
の
再
生
に
成
功
し

た
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
研

究
結
果
、
知
識
も
学
習
し
て

も
ら
う
の
が
大
学
教
育
の
特

色
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

自
分
か
ら
求
め
て
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
入
生
諸
君
は
、
六
年

た
っ
た
の
ち
専
門
家
と
し
て

世
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
学
習
、
専

門
知
識
の
み
な
ら
ず
新
潟

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
、
さ
ら

に
人
間
性
を
高
め
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
医
療
は
人
を
思
い

や
る
仕
事
な
の
で
、
大
き
な

人
間
性
を
も
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
医
療
人
と
し
て
の
仕
事

は
果
た
せ
な
い
。
専
門
知
識

の
学
習
と
と
も
に
、
人
間
性

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
日
々

努
め
て
も
ら
い
た
い
。

�

（
４
月
６
日
）

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

　

佐
藤
田
鶴
子
科
長 

訓
辞

　

み
な
さ
ん
は
千
年
に
一
度

と
い
う
未
曾
有
の
、
世
界
の

記
録
に
残
る
危
急
の
時
期
に

専
門
の
学
問
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

地
震
後
の
国
難
と
も
い
え

る
社
会
経
済
の
混
乱
を
、
通

常
の
生
活
で
も
実
感
し
て
い

る
こ
と
と
思
う
。
多
く
の
モ

ノ
づ
く
り
の
工
場
が
被
災
し

た
た
め
、
物
資
不
足
と
な
り

私
ど
も
研
究
者
の
手
元
に
も

影
響
が
出
始
め
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
震
災
に
よ
る
実
験

中
止
な
ど
は
も
の
と
も
せ

ず
、
一
日
も
早
く
研
究
を
再

開
し
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
手
を
動
か
し
器
機

機
械
の
操
作
を
再
開
す
る
こ

と
も
大
事
だ
が
、
最
も
大
切

な
こ
と
は
知
識
の
増
進
を
停

滞
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
年
の
大
学
院
入
学
生
は

本
学
大
学
院
創
立
五
十
周

年
目
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
昨

年
、
新
た
に
二
つ
の
臨
床
コ
ー

ス
と
一
基
礎
科
目
を
増
設
す
る

準
備
を
し
た
。
ま
た
新
入
生

全
員
に
五
十
年
ぶ
り
の
改
革

と
し
て
、
四
年
間
の
研
究
生

活
の
開
始
に
あ
た
る
初
年
度

教
育
を
大
幅
に
変
え
た
。

　

今
年
は
そ
の
ト
ラ
イ
ア
ル

の
年
で
、
一
例
を
挙
げ
る

と
、
疫
学
研
究
の
あ
り
方
や

共
同
研
究
上
の
守
秘
義
務
と

利
益
相
反
、
特
許
を
踏
ま
え

た
知
的
財
産
権
の
講
義
を
設

け
た
。
さ
ら
に
歯
科
領
域
の

研
究
と
は
何
か
、
大
学
院
研

究
の
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
な

ど
の
講
義
は
、
社
会
と
の
連

携
に
あ
た
り
必
要
な
基
本
的

な
知
識
に
な
る
と
確
信
し
企

画
し
た
。
是
非
と
も
自
ら
の

栄
養
と
し
て
ほ
し
い
。

　

古
来
、
共
同
で
収
穫
し
ま

た
は
野
山
で
狩
り
か
ら
得
た

獲
物
の
一
人
前
の
取
り
分
を

当
た
り
前
と
い
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
働
き
に
応
じ
た
分
け
前

が
決
め
ら
れ
た
そ
う
だ
。「
当

た
り
前
」
と
い
う
言
葉
が
、

当
た
り
前
で
な
い
時
代
が

あ
っ
た
。
人
は
慣
れ
る
と
、

す
ぐ
当
た
り
前
と
思
っ
て
し

ま
い
が
ち
だ
。
今
こ
こ
に
生

き
て
い
る
こ
と
も
飲
む
水
が

あ
る
こ
と
も
、
空
気
を
吸
え

る
こ
と
も
奇
跡
に
値
す
る

の
だ
ろ
う
。
こ
の
奇
跡
が
積

み
重
な
っ
て
心
の
麻
痺
が
起

こ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
今

日
、
み
な
さ
ん
が
本
大
学
院

で
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
た
こ

と
は
、
と
て
も
当
た
り
前
と

は
思
え
な
い
。
奇
跡
に
近
い

重
み
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
危
機
の
と
き
に
果
敢

に
研
究
生
活
に
挑
も
う
と
す

る
み
な
さ
ん
は
、
私
ど
も
の

研
究
科
で
ス
タ
ッ
フ
の
一
員

と
な
り
、
新
し
い
歯
科
に
お

け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
と
技
術
を

発
見
す
る
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
成
果
と
業

績
を
こ
の
日
本
歯
科
大
学
か

ら
発
信
し
、
四
年
後
に
目
標

の
博
士
号
を
取
得
で
き
る
よ

う
精
励
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

願
う
。�
（
４
月
８
日
）

歯科医師をめざし、これから６年間の大学での勉
学に期待を込めて力強く宣誓する新入生代表

（上：生命歯学部、下：新潟生命歯学部）

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科

　
　

宮
川
行
男
科
長 

訓
辞

　

私
自
身
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
今
ま
で
で
最
も
充
実

し
て
い
た
の
は
大
学
院
生
時

代
の
四
年
間
だ
っ
た
。
大
学

院
生
も
学
生
の
一
種
だ
が
、

学
部
学
生
と
は
大
き
く
異
な

る
。
学
部
で
は
確
立
し
て
い

る
内
容
の
学
問
を
学
び
、
国

家
試
験
を
は
じ
め
各
種
の
試

験
に
は
正
解
が
あ
っ
た
。
歯

科
医
師
臨
床
研
修
に
お
い
て

も
、
こ
の
や
り
方
が
正
解
と

い
う
も
の
を
学
ん
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
四
年
間
で
纏
め
よ
う
と

し
て
い
る
学
位
論
文
の
結
論

に
、
正
解
は
存
在
し
て
い
な

い
。
そ
れ
は
新
知
見
で
あ
っ

て
、
人
類
史
上
は
じ
め
て
諸

君
自
身
が
見
い
だ
す
も
の
だ

か
ら
だ
。
指
導
教
授
で
あ
っ

て
も
、
予
測
は
し
て
い
て
も
事

前
に
正
解
は
知
ら
な
い
。
も

し
分
か
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ

の
研
究
は
行
う
価
値
が
な
い
。

　

研
究
結
果
を
纏
め
た
論
文

の
内
容
、
新
知
見
が
研
究
科

委
員
会
に
お
い
て
、
歯
学
に

寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
認
め
ら
れ
て
は
じ
め
て

博
士
（
歯
学
）
の
学
位
が
授

与
さ
れ
る
。
四
年
間
で
学
位

を
取
得
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。
で
も
心
配
は
い
ら

な
い
。
指
導
教
授
は
諸
君
に

と
っ
て
の
最
適
の
研
究
テ
ー

マ
を
示
し
、
ゴ
ー
ル
へ
と
続

く
道
し
る
べ
を
教
え
て
く
れ

る
。
研
究
方
法
の
実
際
や
結

果
の
分
析
法
に
関
し
て
は
、

指
導
教
員
や
先
輩
た
ち
が
力

に
な
っ
て
く
れ
る
。

　

ま
た
研
究
テ
ー
マ
に
関
連

し
た
多
数
の
文
献
を
批
判

的
な
目
で
読
む
と
、
最
先
端

の
状
況
や
手
法
を
把
握
で
き

る
し
、
論
文
の
書
き
方
も
身

に
つ
い
て
く
る
。
ゴ
ー
ル
に

た
ど
り
着
く
前
に
は
困
難
が

待
ち
受
け
て
い
る
が
、
乗
り

越
え
る
た
め
の
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
指
導
教
授
が
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
突

破
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
諸

君
自
身
だ
。
努
力
し
て
力

を
つ
け
、
困
難
を
突
破
し
て

ゴ
ー
ル
し
た
と
き
の
大
き
な

喜
び
と
達
成
感
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
時
に
は
、
論

文
作
成
に
協
力
し
て
も
ら
っ

た
方
々
に
対
す
る
感
謝
の
念

が
自
然
と
湧
い
て
く
る
と
思

う
し
、
以
降
の
人
生
に
と
っ

て
有
益
な
人
間
関
係
が
築
け

る
だ
ろ
う
。
諸
君
の
学
位
論

文
が
、
本
学
歯
学
会
発
行
の

Odontology

あ
る
い
は
他
の
一

流
の
国
際
誌
に
掲
載
さ
れ
る

研
究
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。�

（
４
月
６
日
）



（３） 　　　第５９７号日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）５月３０日

東
京
短
期
大
学 

小
口
春
久
学
長 

訓
辞

　

新
入
生
諸
君
は
憧
れ
の
大

学
生
活
、
あ
る
い
は
プ
ロ
へ

の
道
、
今
ど
ん
な
気
持
ち
で

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
き

な
期
待
と
不
安
が
脳
裏
を
か

け
め
ぐ
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

本
学
は
昨
年
、
財
団
法
人

短
期
大
学
基
準
協
会
に
お
い

て
第
三
者
評
価
を
受
け
、
そ

の
結
果
が
三
月
に
出
た
。
報

告
書
で
は
教
育
と
研
究
に
対

小口東京短大学長「学生時代、それは人生の中で
最も楽しく花咲かせることができる時期である」

し
て
極
め
て
高
い
評
価
を
受

け
た
。
日
本
歯
科
大
学
の
建

学
の
精
神
は
自
主
独
立
で
、

み
な
さ
ん
の
多
く
は
こ
れ
ま

で
与
え
ら
れ
た
教
材
を
中
心

に
、
レ
ー
ル
に
乗
っ
た
勉
強

を
し
て
き
た
と
思
う
。

　

大
学
に
入
学
し
て
か
ら

は
、
自
己
開
発
型
、
問
題
解

決
型
の
勉
強
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
教
員
が
教
え
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
お
り
、
勉
強
と

は
学
生
自
身
が
積
極
的
に
行

う
も
の
で
あ
る
。
日
常
の
歯

科
臨
床
で
は
、
教
科
書
に
書

い
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
誰

も
教
え
て
く
れ
な
い
も
の
が

沢
山
あ
る
。
時
に
は
自
ら
考

え
、
熟
慮
の
上
実
践
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た

め
に
は
幅
広
い
知
識
、
広
い

視
野
、
鋭
い
洞
察
力
、
研
究

心
お
よ
び
あ
ふ
れ
る
好
奇
心

が
是
非
必
要
に
な
る
。
出
会

い
を
大
切
に
し
、
多
く
の
人

た
ち
に
接
し
て
、
多
く
の
こ

と
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
学

ん
で
ほ
し
い
。
諸
君
の
未
来

は
明
る
く
輝
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
知
識
や
技
術

だ
け
を
習
得
す
れ
ば
よ
い
わ

け
で
は
な
い
。
人
間
性
豊
か

な
人
に
な
る
た
め
に
は
努
力

が
不
可
欠
だ
。

　

こ
こ
で
先
人
の
言
葉
を
君

た
ち
に
贈
り
た
い
。
有
名
な

ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー

は
、
「
生
き
る
こ
と
は
呼
吸

す
る
こ
と
で
は
な
い
、
行
動

す
る
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
い

る
。
行
動
す
る
こ
と
で
前
が

見
え
、
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ

る
。
一
生
の
う
ち
に
好
機
に

出
会
わ
な
い
人
は
い
な
い
。

不
運
を
嘆
く
人
は
、
そ
の

チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
ら
れ
な

か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
山
が

高
い
か
ら
と
戻
っ
て
は
い
け

な
い
。
行
け
ば
必
ず
越
え
ら

れ
る
。
勉
強
す
る
こ
と
が
多

い
か
ら
と
怯
ん
で
は
い
け
な

い
、
や
れ
ば
必
ず
終
わ
る
。

努
力
に
優
る
天
才
は
な
い
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、

「
人
生
は
自
転
車
の
よ
う
な

も
の
だ
、
倒
れ
な
い
た
め
に

は
、
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

「
教
育
と
は
、
学
校
で
習
っ

た
こ
と
を
全
て
忘
れ
た
の
ち

に
残
っ
て
い
る
も
の
だ
」
と

語
っ
た
。
こ
れ
は
教
員
に
対

し
て
の
言
葉
で
も
あ
る
。
私

た
ち
教
員
は
、
本
学
の
学
生

が
卒
業
後
、
あ
る
い
は
修
了

後
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
記

憶
に
残
る
真
の
教
育
を
や
っ

て
い
く
。
こ
れ
か
ら
素
晴
ら

し
い
大
学
生
活
を
送
る
か
否

か
は
、
諸
君
の
双
肩
に
か
か
っ

て
い
る
。

　

学
生
時
代
、
そ
れ
は
人

生
の
中
で
も
一
番
楽
し
い
時

期
で
、
人
生
に
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
で

も
あ
る
。
努
力
の
上
に
花
が

咲
く
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
花

を
、
こ
の
大
学
に
咲
か
せ
て
い

新
潟
短
期
大
学 

柴
崎
浩
一
学
長 

訓
辞柴崎新潟短大学長「思いやりのある医療人にな

るためには、一日一日の積み重ねが大切だ」

る
医
療
人
と
し
て
の
基
本
的

な
姿
勢
や
態
度
を
学
ば
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
言
葉
で

言
う
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
患

者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
、
慕

わ
れ
る
人
間
に
な
る
た
め
に

は
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね

　

歯
科
衛
生
士
に
な
る
た

め
に
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
な
が
ら
入
学
さ
れ
た
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
、
今
日
か
ら

三
年
間
の
生
活
は
ま
さ
に
自

分
で
決
め
た
人
生
の
第
一
歩

と
な
る
。
三
年
後
の
歯
科
衛

生
士
国
家
試
験
合
格
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
厳

し
い
勉
学
が
要
求
さ
れ
る
。

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
も
と
、
殆
ど
の
科
目
が
必

須
科
目
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
二
年
生
の
後
期
か
ら
は

病
院
実
習
も
は
じ
ま
り
、
専

門
的
知
識
と
技
術
を
も
っ
た

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
か

ら
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

多
く
の
患
者
さ
ん
と
の
関

わ
り
か
ら
、
思
い
や
り
の
あ

が
必
要
だ
。
時
間
の
許
す
限

り
、
専
門
書
以
外
の
本
な
ど

も
読
ん
で
一
般
教
養
を
養
う

と
と
も
に
、
人
に
感3

謝
し
気3

を
配
り
工3

夫
し
、
そ
し
て
検3

討
し
て
行3

動
す
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
カ
キ
ク
ケ
コ
の
精

神
、
こ
の
一
連
の
行
動
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
訓

練
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

ま
た
志
を
一
に
す
る
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
一
日
も
早
く
打

ち
解
け
、
お
互
い
に
励
ま
し

合
い
、
慰
め
あ
っ
て
こ
の
厳

し
い
事
情
を
乗
り
越
え
て
ほ

し
い
。
一
人
だ
け
の
生
活
に

不
安
を
い
だ
き
、
自
分
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
よ
う
な

事
態
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、

遠
慮
な
く
悩
ま
ず
に
ク
ラ
ス

主
任
の
先
生
に
相
談
し
て
ほ

し
い
。
必
ず
や
み
な
さ
ん
の

力
に
な
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
本
学
の
最
も
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
は
、
全
教
職
員
が

あ
な
た
方
の
幸
せ
を
心
か
ら

念
じ
、
成
長
を
願
い
な
が
ら

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て

く
れ
る
こ
と
だ
。

　

三
月
二
十
八
日
に
第
二
十

回
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
の

合
格
発
表
が
あ
り
、
も
ち
ろ

ん
本
学
は
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
合
格
だ
っ
た
。
卒
業
後

の
就
職
も
、
本
学
の
就
職
率

は
例
年
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
今
年
も
こ
れ
ま
で
に
全

員
の
就
職
が
内
定
し
た
。
昨

年
度
の
求
人
数
は
三
四
七
件

五
七
三
名
な
の
で
、
求
人
倍

率
は
実
に
十
倍
に
な
る
。

　

歯
科
医
療
の
高
度
化
・
多

様
化
に
伴
い
、
歯
科
衛
生
士

も
よ
り
高
度
な
専
門
教
育
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
本
学

で
は
四
月
に
大
学
評
価
学
位

授
与
機
構
か
ら
、
「
専
攻
科

歯
科
衛
生
学
専
攻
」
の
認
定

を
受
け
、
第
一
回
生
と
し
て

二
名
の
専
攻
生
が
入
学
式
に

出
席
し
て
い
る
。
一
年
間
で

規
定
の
単
位
を
取
得
し
た
後

に
は
、
論
文
を
提
出
し
て
四

年
制
大
学
卒
業
と
同
等
の
学

士
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
専
攻
生
の
み
な
さ
ん
に

は
、
本
学
に
残
っ
て
衛
生
士

教
育
に
携
わ
る
教
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
学
は
緑
豊
か
で
遠
く
に

佐
渡
を
眺
望
で
き
る
新
潟
の

一
等
地
に
あ
り
、
勉
強
す
る

に
は
誠
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
。
加
え
て
同
じ
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
新
潟
生
命
歯
学
部

学
生
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
病
院
実

習
な
ど
で
も
一
緒
の
行
動
す

る
こ
と
が
多
い
。

　

フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
若
い

時
代
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
参

加
し
て
汗
を
流
し
、
基
礎
体

力
を
養
う
と
と
も
に
、
チ
ー

ム
プ
レ
ー
の
大
切
も
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
。
ク
ラ
ブ
活
動

を
通
し
て
の
同
級
生
、
先

輩
、
あ
る
い
は
後
輩
と
の
繋

が
り
は
、
何
物
に
も
代
え
が

た
い
一
生
の
宝
で
あ
る
。
悔

い
の
な
い
有
意
義
な
三
年
間

が
送
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
も
、
あ
な
た
方
の
努
め
で

あ
る
。�

（
４
月
６
日
）

大
学
院
入
学
生

　

平
成
二
十
三
年
度
の
日
本

歯
科
大
学
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
入
学
生
十
三
名
、
新

潟
生
命
歯
学
研
究
科
入
学
生

七
名
は
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

解
剖
学
Ⅰ�

財
前
知
典

生
理
学�

金
澤
卓
也

病
理
学�

白
子
要
一

病
理
学�

中
右
か
よ

口
腔
外
科
学�

中
村
浩
樹

口
腔
外
科
学�

宮
地
正
城

歯
科
矯
正
学�

栃
木
啓
佑

歯
科
麻
酔
学�

森
本
惠
子

歯
科
麻
酔
学�

新
崎
巴
月

歯
科
麻
酔
学�

町
田
詩
織

臨
床
口
腔
機
能
学

�

手
島
千
陽

臨
床
口
腔
機
能
学

�

元
開
早
絵

（
社
会
人
特
別
選
抜
）

歯
科
補
綴
学
Ⅰ�

田
村
響
子

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

形
態
分
析
化
学

�

五
十
嵐
健
輔

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

勝
田
康
弘

放
射
線
定
量
診
断
学

�

　

山
口
晴
香

口
腔
全
身
機
能
管
理
学

�

山
岡
雅
子

歯
周
機
能
治
療
学�

中
島　

大

歯
周
機
能
治
療
学�

丸
山
昂
介

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

村
山
和
義

学

年

主

任

　

平
成
二
十
三
年
度
の
日
本

歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
、
新

潟
生
命
歯
学
部
、
東
京
短
期

大
学
、
新
潟
短
期
大
学
の
学

年
主
任
は
次
の
通
り
（
カ
ッ

コ
内
数
字
は
学
年
、
下
段
は

副
主
任
）。

〈
生
命
歯
学
部
〉

(1)
仲
谷　

寛�

高
田
清
美

(2)
岡
田
智
雄�

小
倉
陽
子

(3)
代
居　

敬�

割
田
幸
恵

(4)
志
賀　

博�

村
樫
悦
子

(5)
小
林
隆
太
郎�

大
澤
銀
子

(6)
砂
田
勝
久�

小
川
智
久

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

(1)
千
葉　

晃�

小
野
裕
明

�

高
田
正
典

(2)
岡
田
康
男�

岡　

俊
哉

(3)
下
村
浩
巳�

水
谷
太
尊

(4)
宇
野
清
博�

外
山
三
智
雄

(5)
渡
邉
文
彦�

新
海
航
一

(6)
五
十
嵐
勝�

田
中
聖
至

〈
東
京
短
期
大
学
〉

歯
科
技
工
学
科

(1)
市
川　

基�

岩
田
健
悟

(2)
小
泉
順
一�

斉
藤
勝
紀

歯
科
衛
生
学
科

(1)
須
田
真
理�

出
田
亜
紀
子

(2)
野
村
正
子�

鈴
木　

恵

(3)
市
川
順
子�

山
田
京
子

専
攻
科
歯
科
技
工
学
専
攻

　

雲
野
泰
史�

竹
井
利
香

専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻

　

合
場
千
佳
子�

関
口
洋
子

〈
新
潟
短
期
大
学
〉

(1)
高
橋
正
志�

原
田
志
保

(2)
吉
原
正
義�

土
田
智
子

(3)
伊
藤
鉄
栄�

筒
井
紀
子

専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻

　

中
村
直
樹�

宮
崎
晶
子

点景・スカイツリーが見える…

生命歯学部本館８階からグランドパレス方向を望む



日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）５月３０日 （４）第５９７号

試験区分

学　　部

募集人員

出願期間

出願場所

・試験場

試験科目等

試 験 日

合格発表

手続期限

Ａ Ｏ 入 学 試 験

約10名（指定校制・公募制） 約20名（指定校制） 若干名若干名

推 薦 入 学 試 験 編 入 学 前 期 入 学 試 験

新 潟 生 命 歯 学 部新 潟 生 命 歯 学 部 生 命 歯 学 部（ 東 京 ）生 命 歯 学 部（ 東 京 ）

平成23年11月11日（金） 平成23年11月14日（月）平成23年11月16日（水）平成23年９月22日（木）

日本歯科大学新潟生命歯学部

〒951-8580 新潟県新潟市中央区浜浦町１－８ ☎025－267－1500

日本歯科大学新潟生命歯学部
〒951-8580新潟県新潟市中央区浜浦町１－８

☎025－267－1500

日本歯科大学生命歯学部（東京）
〒102-8159 東京都千代田区富士見1－9－20

☎03－3261－8311

日本歯科大学生命歯学部（東京）
〒102-8159 東京都千代田区富士見1－9－20

☎03－3261－8311

出願資格　（オープンキャンパス参加が必須、昨年度参加可）
・目標を定めその実現のために積極的に行動することのできる，
　目標意識と意欲のある者
・医療人にふさわしい高い倫理観や適性を持った者
・合格した場合に入学を確約できる者
・その他，高等学校卒業者と同等以上の学力があると認められ
　る者等・・・

選抜方法
　１）高等学校調査書
　２）面接試験（グループ・個人）
　３）実技評価
　４）資格取得状況，文化・芸術・スポーツの分野や
　　　ボランティア活動なども評価

平成23年９月10日（土）

平成23年９月14日（水）に本人に

合否通知を速達郵便で発送する。

平成23年11月４日（金）に本人に

合否通知を速達郵便で発送する。

平成23年11月８日（火）に本人に

合否通知を速達郵便で発送する。

平成23年11月４日（金）に本人と高等学校長宛に

合否通知を速達郵便で発送する。　　　　　

平成23年11月18日（金）

平成23年11月８日（火）に本人と高等学校長宛に

合否通知を速達郵便で発送する。

英語小テスト，面接試験とも

平成23年11月３日（木）　　　

英語小テスト，面接試験とも

平成23年11月６日（日）　　　
平成23年11月３日（木） 平成23年11月２日（水）

郵送・窓口とも：23年８月29日（月）～９月８日（木）
郵送・窓口とも：

23年10月24日（月）～11月１日（火）

郵送・窓口とも：

23年10月24日（月）～11月１日（火）必着

郵送・窓口とも：

23年10月21日（金）～10月28日（金）必着

郵送：23年10月24日（月）～11月１日（火）

窓口：23年10月31日（月）・11月１日（火）

平成24年度ＡＯ入学試験・推薦入学試験（平成23年実施）

出願資格（公募制）
　１）平成23年３月卒業者並

びに平成24年３月卒業
見込みの者で人物・健
康ともに優れ学業成績
が良好で学校長が推薦
する者

　２）合格した場合に入学を
確約できる者

選抜方法
　１）高等学校調査書
　２）英語小テスト
　３）面接試験

出願資格（指定校制）
　１）平成24年３月卒業見込み

の者で，人物・健康ともに
優れ学校長が推薦する者

　２）３年１学期までで，評定
平均値３.５以上または
数学・理科・外国語の
３教科の評定平均値
３.４以上の者

　３）合格した場合に入学を
確約できる者

選抜方法
　１）高等学校調査書
　２）英語小テスト
　３）面接試験

出願資格
　１）大学卒業者、または平成23年３月卒業見込みの者
　２）大学に２年以上在学して、所定の単位を取得した者
　３）短期大学または高等専門学校の既卒者

選抜方法
　１）出身大学、在学大学、出身短期大学または出身高等専

門学校の成績証明書
　２）英語小テスト
　３）小論文
　４）面接試験

約　15　名

ニーズに応える睡眠医療認定施設 新
潟

睡眠歯科センター装い新たに

　

本
学
新
潟
病
院
で
は
、
来

院
患
者
の
ニ
ー
ズ
や
利
便
性

に
応
え
る
た
め
、
二
階
の
い

び
き
診
療
セ
ン
タ
ー
を
一
階

の
元
病
理
学
研
究
室
に
移
設

し
、
検
査
室
、
待
合
室
、
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
大
幅
に

拡
充
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
名
称
を
「
睡

眠
歯
科
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更

し
、
装
い
を
新
た
に
四
月
一
日

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
セ
ン

タ
ー
長
は
、
引
き
つ
づ
い
て
口

腔
外
科
の
河
野
正
己
教
授
が

務
め
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
病
院
各

科
か
ら
配
属
さ
れ
た
医
師
、

歯
科
医
師
、
検
査
技
師
約

二
十
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

い
び
き
症
や
睡
眠
呼
吸
障
害

な
ど
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
、
睡
眠
中
ブ

ラ
キ
シ
ズ
ム
と
、
そ
れ
ら
に

伴
う
様
々
な
睡
眠
障
害
の
診

療
に
あ
た
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
社
団
法

人
日
本
睡
眠
学
会
の
睡
眠
医

療
認
定
施
設
と
し
て
認
定
を

受
け
て
い
る
。
昨
年
か
ら
は
Ｓ

Ａ
Ｓ
支
援
会
の
患
者
会
に
よ

り
、
機
関
紙
「
ぐ
っ
す
り
ー

ぷ
」
が
毎
月
発
行
さ
れ
る
。

校
友
会
長
に
近
藤
勝
洪
先
生

新
任

　

日
本
歯
科
大
学
校
友
会
会
長
に
、
東
京
都
の

近
藤
勝
洪
先
生
が
就
任
し
た
。
五
月
二
十
八
日

開
催
の
校
友
会
定
時
総
会
で
新
任
さ
れ
た
。

　

近
藤
会
長
は
、
昭
和
四
十
年
本
学
卒
業
（
第

五
十
四
回
卒
）
、
校
友
会
本
部
の
副
会
長
等
を

歴
任
し
、
現
在
は
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
評

議
員
、
社
団
法
人
日
本
歯
科
医
師
会
の
副
会
長

を
務
め
る
。

歯
学
会
長
に
宮
川
行
男
教
授

再
任

　

日
本
歯
科
大
学
歯
学
会
会
長
に
、
新
潟
生
命

歯
学
部
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
の
宮
川
行
男
教
授

が
就
任
し
た
。
六
月
四
日
開
催
の
歯
学
会
総
会

に
お
い
て
再
任
さ
れ
た
。

　

宮
川
会
長
は
、
昭
和
四
十
九
年
本
学
卒
業

（
第
六
十
三
回
卒
）、
大
学
院
歯
学
研
究
科
修

了
、
平
成
十
一
年
先
端
研
教
授
。
四
月
か
ら
大

学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
長
を
務
め
る
。

螺
良
恭
弘
君
（
新　

潟

５
年
生

）
人
命
救
助
で
表
彰

　

昨
年
十
二
月
四
日
、
新
潟

生
命
歯
学
部
の
軽
音
楽
部
が

冬
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
新
潟
市

内
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
開
催

中
、
参
加
部
員
の
一
人
が
意

識
を
失
っ
て
心
肺
停
止
状
態

と
な
っ
た
。

　

そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
部
員

の
螺
良
恭
弘
君
（
当
時
四
年

生
）
は
、
直
ち
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
蘇
生
処
置
を
施

し
、
救
急
隊
の
到
着
前
に
心

肺
機
能
を
回
復
さ
せ
た
。
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、

同
君
の
気
道
確
保
な
ど
適
切

な
処
置
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。 　

医
療
人
を
志
す
本
学
学
生

の
模
範
と
し
て
、
五
月
の
定

例
教
授
会
で
、
中
原
泉
学
長

か
ら
螺
良
君
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
た
。

女
性
歯
科
医
の
集
い
２
０
１
１

　

日
本
歯
科
大
学
校
友
会
で

は
、
本
学
卒
業
の
女
性
歯
科

医
師
に
対
し
、
校
友
会
へ
の

入
会
を
促
進
し
、
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
、「
女
性

の
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

　

四
月
十
七
日
、
飯
田
橋
の
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ

ン
ト
で
「
女
性
患
者
さ
ん
向
け

審
美
歯
科
治
療
最
前
線
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
同
会
主
催

に
よ
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
講
師
は
東
京
都
の
高
橋

英
登
先
生
（
六
十
六
回
卒
）。

講
演
終
了
後
、
華
や
か
な
懇

親
会
が
催
さ
れ
た
。

磐
梯
ス
ポ
ー
ツ
村
に

支
援
金
を
贈
呈
す
る

　

福
島
県
猪
苗
代
町
の
磐

梯
ス
ポ
ー
ツ
村
で
の
合
同
合

宿
は
、
東
日
本
大
震
災
の
た

め
中
止
に
な
っ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
村
と
は
二
十
五
年
に
お
よ

ぶ
付
き
合
い
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
学
で
は
同
村
に
支
援

金
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
生
命
歯
学
部
の
卒
業

生
有
志
は
、
三
月
十
一
日
の
卒

業
式
後
に
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

を
企
画
し
て
い
た
が
、
中
止

と
な
っ
た
の
で
集
め
た
会
費
を

役
立
て
る
た
め
、
被
災
者
の

支
援
金
と
し
て
猪
苗
代
町
に

贈
呈
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

四
月
二
十
八
日
に
、
生
命

歯
学
部
学
生
部
長
の
沼
部
幸

博
教
授
、
新
潟
生
命
歯
学
部

学
生
部
長
の
吉
江
紀
夫
教
授

ら
が
ス
ポ
ー
ツ
村
と
猪
苗
代

町
を
訪
れ
、
お
の
お
の
支
援

金
を
贈
呈
し
た
。

（
写
真
・
支
援
金
を
贈
呈
す
る
吉

江
、
右
端
は
沼
部
学
生
部
長
）

△�最新の検査機器による診断を患者さんに
説明するセンター長の河野教授

△ゆったりとしたスペースの待合コーナー
△新潟病院１階に移転した睡眠歯科センター


